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（総合）分担研究報告書 

研究課題：プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究 

プリオン病剖検と高齢者ブレインバンク生前献脳同意登録のリンク 

研究分担者：村山繁雄   東京都健康長寿医療センター高齢者ブレインバンク 

研究要旨 

プリオン病剖検促進と臨床病理学的検索の質の向上を目指し、高齢者ブレインバンク生

前同意登録システムとのリンクを開始した。このリンクの構築により、自施設でのプリオ

ン病診断例を、他院転院後もトレースすることで、確実に剖検を得ることが可能となった。

また、神経学会員の援助の元、剖検不能施設でのプリオン病例について、同様に介護者か

ら生前献脳同意を得ることで、死後遺族希望により搬送・剖検を得ることが可能となった。

初年度は末梢点滴による水分補給で Wernicke脳症を病理学的に呈した症例を呈示し、終

末期医療の問題点を指摘した。二年目は本邦に稀少な type 2MV K+C症例の新規点を報

告した。いずれもプリオン病の臨床への貢献が出来た。 

A.研究目的 

プリオン病の剖検を得る上で、解剖を

行える施設が少ないことが大きな問題で

ある。また、診断後他院に転院あるいは在

宅に移行し、剖検が得られなくなること

が一般的である。この事態の打開のため、

高齢者ブレインバンク生前同意登録シス

テムのうち、認知症例には介護者同意で

登録を可能にした倫理委員会承認を元に、

プリオン病についても適応を開始した。

これにより、プリオン病剖検例の増加に

加え、臨床・画像・病理連関の質の向上に

より、根治療法開発への底上げを図った。 

B.研究方法 

プリオン病と診断された自施設例に 

ついては、転院ないしは在宅移行決定後、

ブレインバンクコーディネータによる説

明で、生前献脳同意登録を介護者から取

ることを行った。全例で同意が得られ、研

究期間中 2 例の剖検を得ることが出来た。

また、出身大学での剖検が行えない神経

学会員の希望を受け、生前献脳同意を介

護者から得、死亡時ご遺族の剖検承諾の

下、搬送剖検を 2例に行った。 

（倫理面への配慮） 

介護者による生前献脳同意登録は、本人

同意が得られない症例に限ること、本人

が正常のコミュニケーション能力を有し

て入れば、献脳を希望しただろうとの予

測の元に行うという、臓器移植と同じ論

理の展開を組むこと、本人死亡時剖検承



80 

諾意志を維持していることが前提となる

ことの元、倫理委員会承認を得た。 

C.研究結果 

研究期間中に、院内で診断し、他施設に

搬送後死亡した 1 例、在宅で死亡した 1

例の 2 例の剖検を得た。また剖検許可が

得られない施設で診断され、療養施設で

亡くなられた 2 例の症例について、主治

医の説得の元、コーディネーターが訪問

し、介護者より剖検承諾を得ることで、や

はり 2 例の剖検を得た。ウェルニッケ脳

症を合併した一例、type 2MV K+C例を

それぞれ班会議で報告し、情報を共有し

た。 

D.考察 

プリオン病剖検を増加させること、臨

床・病理・画像連関の質の向上を図ること

のいずれにおいても、高齢者ブレインバ

ンク生前同意登録システムを適用するこ

とは、有用であることが明らかとなった。

今後このシステムを推進することで、プ

リオン病サーベイランス病理コアとして

の役割を果たせることが明らかとなった。 

E.結論 

プリオン病剖検促進と品質管理の両面

において、ブレインバンク生前献脳同意

登録システムの適用は有用である。 
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G.知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得

なし 

2.実用新案登録

なし 

3.その他

なし 




